
鶴岡協立病院 ●問い合わせ先
 鶴岡協立病院　医局秘書課　五十嵐
 tel.0235-23-6060　fax.0235-23-6114
 E-mail：hisyo1@yamaikyo.or.jp

●病院の概要 ●プログラムについて

●募集について

●
•日本血液学会研修施設

◎教育指定・施設認定状況
•救急指定病院
•母体保護法指定病院
•労災保険指定病院
•被爆者医療指定病院
•結核医療指定病院
•生活保護指定病院
•更正医療指定病院
•病院機能評価認定

診療科名
年間入院
患 者 数

平均在院
日 数

年間新外来
患 者 数

１日平均
外来患者数

年間外来
診療日数

常　勤
医師数

指導医数

内 科 2,958 17.6 4,315 205.7 243 8 7

小 児 科 57 5.8 4,103 29.3 243 1 1

外 科 288 13.3 144 18.7 243 3 3

整 形 外 科 167 14.4 591 33.9 243 2 2

皮 膚 科 167 11.7 730 24.4 243 1 1

産 婦 人 科 184 6.1 715 19.1 243 1 1

泌 尿 器 科 36 14.3 243 0 0

透 析 41 28.7 243 0 0

心臓血管外科 299 21.8 46 21.1 243 1 1

　•臨床研修指定病院での初期研修修了者、修了予定者

　•消化器内科、２名
●

　•２年間

　•随時、特になし

　•面接

　正職員

　•医師免許取得後３年目：555,200円(月額)
　　年間概算給与見込み額：7,875,400円

　•医師免許取得後４年目：599,300円(月額) 
　　年間概算給与見込み額：8,514,850円

　•当直手当有、家族手当
　•宿舎貸与有

プログラム名：

　鶴岡協立病院における消化器内視鏡検査件数は山形県内でもトップクラスです（上部消化管検査：7,000件、下部消化管検査：1,700件  2006年度実績)。消化器科を志す者にとっての基本手技ともいえる
上部と下部の消化器内視鏡検査の手技については確実に多くの検査件数を提供できます。
　その上で広く消化器一般（消化管から肝胆膵・緩和ケア）の症例に主治医として関わっていただくことができます。また、各種検査も消化管から肝胆膵と幅広く行われ、その多くに助手あるいは術者と
して関わることが可能です。
　技術研修だけでなく地域とのかかわりや在宅診療などの取り組みについても経験していただき、患者や家族と正面から向き合い、多面的に考える姿勢を身につけてもらいたいです。
　健診・自宅療養から急性期医療、慢性期管理と消化器疾患を中心にシームレスでバリアフリーな医療の面白さを味わっていただきたいです。
　また、他職種との連携と共同も大切であり、医療チームとして良好なコミュニケーションをとれるような取り組みも行いたいと思います。

　・研修医として必要な一般的な医療技術・知識・等を経験する
　・広く消化器疾患とその治療法を理解する（ガイドラインのあるものはガイドラインに沿った医療を）
　・消化器の基本手技を習得する
　・経験可能な消化器特殊検査・手技について見学、介助し、理解する
　・自己学習を習慣づける

　①研修施設の特徴
鶴岡協立病院における上部と下部の消化器内視鏡検査件数は山形県内でもトップクラスです。また、消化器の一般的な検査処置も消化管、肝胆膵とも日常的に多数行われており十分な経験が積めます。
特徴としてはＰＥＧ・ＰＴＥＧを初めとする経管栄養については全国に先駆けた取り組みを行ってきた経過があり、この分野については最先端の研修が可能と思います。緩和医療についても古くから積
極的に取り組まれており、緩和ケアに積極的な病棟看護師や臨機応変な訪問看護師たちの協力のもと、貴重な経験が出来ることと思います。

　②経験すべき症例
　　消化器の一般的な疾患：食道（食道炎・静脈瘤・食道癌)、胃（胃潰瘍・胃癌)、十二指腸（十二指腸潰瘍)、小腸（腸閉塞・急性胃腸炎)、大腸（大腸癌・大腸憩室症・大腸ポリープ)、肝（急性肝炎・慢
　　性肝炎・肝硬変・その他肝障害・肝臓癌)、胆膵（胆石症・胆道感染・胆道癌・急性膵炎・膵臓癌）
　　内科での一般的な疾患：脳梗塞・肺炎・尿路感染・糖尿病など
　③獲得すべき手技
　　内科一般の基本手技：気管内挿管・心肺蘇生・中心静脈ルート確保・オピオイドを用いた疼痛管理
　　消化器の基本手技：腹部超音波・上部消化管内視鏡・下部消化管内視鏡・消化管透視・腹水穿刺
　④見学・経験すべき手技：術者として（指導医立会いで）…ＥＭＲ・内視鏡的止血術・ＥＲＣＰ関連手技・ＰＴＣＤ関連手技・ＰＥＧ・肝生検・ＰＥＩＴ・ＲＦＡ・緩和ケアの基本技術・在宅ホスピス
　　見学・介助として…ＥＳＤ・ＰＴＥＧ・デンバーシャント・気管切開
　⑤具体的な研修スケジュール：研修状況を見ながら５～15名程度の患者を病棟の主治医として担当、週に1回の抄読会と早朝総回診（含むカンファレンス)、毎朝の消化管透視の読影、外来、訪問診療、健診
　　等は研修状況を見ながら導入、当直は週1回程度、各科オンコール体制、主に午前中は内視鏡や超音波、消化管透視といった検査か外来診療、午後は消化器病棟入院患者の処置のほとんどに指導医ととも
　　に立会い、消化器の緊急処置については指導医とともにオンコールで対応、月に３回程度の頻度で病棟でのＩＣＬＳ実習への参加、研究会への参加の保障と学会発表（適宜）（別項に規定あり)、他職種
　　への勉強会や組合員への健康講話など（適宜)、内科学会への入会、消化器系学会への入会
　⑥指導医体制：高橋美香子（山形大学医学部1990年卒）
　　　　　　　　　　専門医資格：日本内科学会認定医、日本消化器内視鏡学会専門医　
　　　　　　　　　　専門研修先：大垣市民病院
　　　　　　　　堀内　隆三（山形大学医学部1979年卒）
　　　　　　　　　　専門医資格：日本病理学会専門医研修指導医、死体解剖資格認定医
　　　　　　　　　　専門研修先：日本大学医学部
　⑦研修管理・調整体制：研修医・研修委員長(医師)・指導医・関連職種による研修委員会を定期的に開催し、研修環境の改善に努めます。
　⑧身分・保証：常勤医として採用されます。給与・学会参加規程は当院規定によります。通常年4回の学会参加は出張として病院負担で保証されます。

●医師紹介･メッセージ

◎指導医：高橋美香子（内科部長補佐・消化器内科科長）
　当院の消化器内視鏡検査数は県内でも有数です。その中で研修医も年間約
1500件の上部消化管内視鏡、約3５０件（9ヶ月）の下部消化管内視鏡を経験して
おり、消化器内科の基礎となる内視鏡技術を身につけるのにはよい条件です。
さらに粘膜切除や胃瘻造設、ＥＲＣＰ、などの内視鏡手技に加え、肝生検、Ｐ
ＴＣＤ、ＰＥＩＴ、ＲＦＡといった経皮的な手技の術者も担当可能です。その
他デンバーシャントやＰＴＥＧといった特殊手技などの経験も可能で、また、
緩和医療や在宅医療の方面にも力を入れています。広く消化器分野の研鑽を積
みたい方はどうぞいらしてください。学会参加や発表等も保障いたします。

◎消化器内科医：菅原真樹（2006年度採用、2004年度医師免許取得）
　鶴岡協立病院で２年間後期研修医をさせていただきました。消化器内科医を
目指していた私は、地元の鶴岡協立病院で３年目、４年目と消化器研修を行う
ことにしました。
　鶴岡協立病院の後期研修を一言で表すと、『自由』だと思います。自分で研
修内容を選択できます。自分の要望が言いやすい環境のうえ、非常に通りやす
いです。２年間の各科のローテーションも可能ですし、私のように2年間を通
しての専門研修も可能です。同期の医師が少ない分多くの症例を経験できます
ので、手技の経験数も非常に多く、技術の向上も比較的早いと思われます。私
の場合は、上・下部内視鏡を年間2000件近くこなし、肝生検、PEIT、RFA、
PTGBD、ERCP、EST、EMR等の消化器系の手技も数多く経験させてもらいまし
た。
　また、地域医療にも力を入れている点が魅力です。在宅への往診等も積極的
に行い、訪問看護師と連携をとりながらやっています。在宅でみとることがで
き家族に感謝されることも多くあります。地域医療に従事したいという希望が
強い私にとって、地元の人達と関われたこの２年間は非常に満足しております。

職　名 氏　名 診療科

法人理事長 佐　藤　満　雄 内科 日本内科学会認定医、日本臨床細胞学会専門医

病院長・心臓血管外科科長 猪　股　昭　夫 心臓血管外科 胸部外科学会認定医

副院長・病理科科長 堀　内　隆　三 内科･病理 日本病理学会専門医研修指導医、死体解剖
資格認定医

内科部長・呼吸器内科科長 高　橋　牧　郎 内科

内科部長補佐
消化器内科科長

高　橋　美香子 内科 日本内科学会認定医、日本消化器内視鏡学
会専門医

血液内科科長 濱　中　純　子 内科 日本内科学会認定医、日本血液学会指導医、
日本血液学会認定医、日本臨床腫瘍学会暫
定指導医

内分泌代謝科科長 目々沢　秀　俊 内科 日本内科学会認定医

外科科長 村　川　徳　彦 外科 日本消化器外科学会認定医

外科医長 小田嶋　　　敏 外科

當　真　秀　夫
外科 日本外科学会認定医、日本消化器外科学会

認定医

小児科科長 石　川　　　充 小児科 日本小児科学会専門医

産婦人科科長
関　　　和　彦

産婦人科 日本産婦人科学会専門医、死体解剖資格認
定医

皮膚科科長 真　家　興　隆 皮膚科

整形外科医長 清　野　光　理 整形外科 日本整形外科学会専門医

整形外科科長 北　本　亮　一 整形外科 日本整形外科学会専門医、日本整形外科学
会認定スポーツ医、日本整形外科学会認定
脊椎脊髄病医

田　中　栄　一 内科 日本東洋医学会専門医、日本産婦人科学会
専門医、日本抗加齢医学会専門医

岡　田　　　順 内科

名久井　結　佳 内科

後期研修


